
～笑顔と夢に溢れ地域と共に歩む学校～ 

せんだん 
千代田西部小学校 

R４年度 第２９号 

令和４年１２月１５日 

文責 校長 田中裕子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   西部小４つのたから 

大きなうたごえ 元気なあいさつ 

すなおな心 つなぐ心 
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  大きな感動をもたらしたオンライン人権集会 

 感染状況からオンラインによる集会に変更したことで、事前にビデオを作成すること 

になりました。内容は右の通りです。司会は運営・集会委員会の皆さんです。自分の 

言葉をしっかりと述べてくれました。 

 人権の話では担当の中地先生から「自分も相手も大切にしよう」という点から、具 

体的行動をうつそうとの呼びかけがありました。各学級で考えた人権標語はどれも子ど 

も達の心に響くもので、「本当に言ってもいいの その言葉？」（３年野田かずき）「考えて ほんとに 相手 笑っ

てる？」（6 年高橋かほ）など、日頃の生活から出てきたものであることがわかりました。ビデオとはいえ、自分で自分の

言葉を発表するのはかなり緊張するようで、ドキドキが見ている側にも伝わってきました。 

 そして、本の朗読。今回は、子ども達から希望者を募ろうということになり、４年生以上に尋ねました。どのくらい希

望してくれるのかちょっと不安だったのですが、予想を超え制限をかけるほど手が挙がったとのことでした。候補者を絞

り、今回は８名の子ども達が「わたしのでせいじゃない」「かっくん」を一語一語大切に読み進めてくれました。朗読を

聞きながら涙が出てしまったという教師もいました。その一方、「これまで朗読をしていた私たちっていったい・・・」と、ぼ

やく教師も（笑）。いずれにしても、子ども達自身がやった方がよかったという思いは共通していました。 

 ２０数分のドラマ仕立ての人権集会ビデオ。学校中に感動を与えた陰の立役者は教頭先生でした。このビデオ

撮影から編集まで一手に引き受け、音楽を挿入したり、朗読の前に独白シーンを入れ込んだりと、今回の内容が子

ども達により印象深くなるように、手を加えてくださいました。6 年生の野田さんが「これ本物（のテレビ番組）かと思っ

た・・・」とつぶやくほどでした。今回の企画・運営に関わった先生、子ども達みんなでつくったビデオは大きな感動を見

ているものに与えてくれました！ありがとうございました！ 

 

 

   

  辞書は一人一冊のｍｙ辞書を 

 大人は意味を調べるのに辞書を引くことはほとんど

ないと思いますが、子どもはそれではいけません。辞書

は自分で引いて場所を知り、赤線を引いたり付箋を

はったりして、手垢をつけていくことで、本来の役割を

果たせるのです。引いた分だけ、脳に刻まれる、つまり

そうやって子ども達は語彙を獲得していきます。 

 できるだけ早い段階で子ども用の辞書をご準備くだ

さい。国語の宿題は辞書を傍らに置いてを当たり前に

していきましょう。見て知って、使っていくことを繰り返す

中で、漢字、語彙を獲得してい 

きます。お年玉で辞書を買うのも 

一案です！ 

 6 年生９名で企画・運営したミニコンサート 

 参加者募集から当日の司会等々まで、全て 6 年生

有志でやり遂げました。大人は一切手を出していません

が、最後の感想交流まで見事にやり遂げました。学校の

中にこういう文化が出来たことが素晴らしいと思います！ 

  
 



中学生から小学校 6 年生へのメッセージが届きました （6 年生の掲示板に貼っています） 

 内容を見ると、1 年間の流れがわかるようになっていました。西部小卒業の全１年生が関わって作ってくれました。先

日行った千代田校区学力向上連絡協議会で、中学生の切実なる声を聞きたいという要望に応える形で取り組んでく

ださったものです。６年生は、3 学期は中学校への０学期という気持ちでこれを見ていることと思います。 

 内容的に、6 年生だけでなく、5 年生以下から取り組むことが書かれていましたので、学校だよりに紹介させていただく

ことにしました。西部小卒業生の皆さん、本当に貴重な情報を有り難うございます！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 実際に困ったことを基に、あの時こうしていれ

ばという体験から出てきたアドバイスです。幸い、

現在本校でも力を入れているスキルタイムの内

容にかなり含まれています。 

 また、家庭学習週間の取組である、土日も

含め毎日勉強すること、学年×１０分＋１０分

の勉強量や学年相応の読書なども中学校の

学習に直結することになります。 

 さらに、基本的な生活習慣である挨拶や残

さず食べることなどがどれだけ大切かを中学に

なって実感していることが伝わってきます。 

 この貴重なアドバイスを基に、小学校でも指

導を継続していきたいと思います。 

 

 今年最後のおむすびチーム支援 

本校のスキルタイムのために週１回丸付

けや指 導 支 援 に入 ってくださっていま

す。大変お世話になりました。 

  

冬休みには、百マスとまではいかなくても、２５マス計算

（特に引き算）を自学の中でされることをお勧めします。3

学期になると計算力が下がる傾向がありますが、この百マ

スもしくは２５マス計算を毎日しておくことは、計算力を保

持することにつながります。たかが２５マスですが、侮るべか

らずです。 

 

 

 学校評価やいじめアンケートの調査をご提出くださ

り、ありがとうございます。いじめについては、担任から

聞き取りをしています。学校評価については、ご意見

への回答も含め、できるかぎり早く結果をお伝えしたい

と思います。 


